
韓
国
の
新
世
代
作
家
を
代
表
す
る
キ

ム
・
ヨ
ン
ス
氏
が
、
国
際
交
流
基

金
（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
の

招
へ
い
で
来
日
し
た
。
開
高
健
記
念
ア
ジ

ア
作
家
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
滞
在

中
の
２
月
15
日
か
ら
16
日
間
に
、
福
岡
、

大
阪
、
東
京
、
仙
台
、
札
幌
で
講
演
を
行

な
い
、
自
身
の
歩
み
や
作
品
、
文
学
観
に

つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
っ
た
。

韓
国
で
１
９
９
０
年
代
に
文
壇
に
登
場

し
た
新
世
代
作
家
は
、
軽
快
な
想
像
力
と

感
受
性
、
繊
細
な
感
覚
表
現
、
表
現
の
率

直
さ
、
大
胆
さ
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
キ
ム

氏
は
80
年
代
の
民
主
化
運
動
が
収
束
す
る

な
か
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
不
信

や
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
漂
わ
せ
た
作
品
を
次
々

に
発
表
し
、
注
目
を
浴
び
た
。
現
在
は
、

記
憶
の
中
に
あ
る
個
人
と
民
族
の
歴
史
を

テ
ー
マ
に
、
精
力
的
に
執
筆
活
動
を
続
け

て
い
る
。

滞
在
中
に
行
な
わ
れ
た
作
家
の
野
中
柊

氏
と
の
対
談
（
60
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
は
、
キ

ム
氏
の
自
伝
的
小
説
で
あ
る
短
編
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
製
菓
店
」
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

両
作
家
の
生
い
立
ち
や
登
壇
時
の
秘
話
か

ら
作
家
と
し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て
語
り
、

「
書
く
こ
と
は
魂
を
磨
く
こ
と
で
あ
る
」
と
、

共
感
に
満
ち
た
対
話
と
な
っ
た
。
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キム・ヨンス
●作家（韓国）

P e r s o n

キム・ヨンス●韓国慶尚
北道金泉生まれ。成均館
大学校英語英文学科卒。
在学中の1993年に詩「江
華について」で登壇。以
来、長編小説等を次々と
発表。長編小説『グッド
バイ李箱』で2001年東
西文学賞、小説集『私が
まだ子供だったとき』で
2003年東仁文学賞を受
賞。著書に長編小説『愛
だなんて、ソニョン』、散
文集『青春の文章』があ
るほか、短編集『私は幽
霊作家です』と長編小説
『夜はうたう』が近刊予定

撮影：高木厚子

韓国新世代作家がつむぐ
歴史と記憶

作家は変わり続け
る存在だと語るキ
ム・ヨンス氏


